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平成 28 年度第２回 習志野市公共施設再生プラットフォーム 質疑応答 

平成 28年８月 26 日 

 

 

○質問 

習志野市学校給食センター建替事業の実施方針において、事業者の収入が記載されて

いるが、具体的にどのような収入があるのか。 

◇回答 

 国からの交付金として学校施設環境改善交付金を想定している。また、施設整備費の

一部については市が市債を発行するので、国の交付金と市債発行分を一括して事業者に

支払う。 

 

○質問 

 収入の金額を教えてほしい。 

◇回答 

 本事業に係る費用や収入については、入札公告時に発表する予定である。 

 

○質問 

 地域貢献に対する評価点（割合）が事例毎に異なっているが、理由は。 

◇回答 

 評価基準というのは、その自治体の民間事業者に対するメッセージである。自治体の

考え方によって異なってくる。地域貢献に対する評価点が多い自治体は、これを重視し

たということ。 

 

○質問 

 地域の事業者の規模だと出資することが難しいということが考えられる。地域の組合

などが出資した事例はないか。 

◇回答 

 手元に資料を持ち合わせていない。事例を調査し、お知らせできるものがあれば、後

日お知らせする。 

以下、後日調査結果 

１．協同体による出資 

（１）香春町浄化槽整備推進事業 

  田川環境整備事業者協同組合、香春町水道組合が構成企業 

（２）PFIによる市営長曽根団地・深井中町団地建替等事業 

  協同組合都市設計連合が構成企業 

（３）荒尾市水道事業等包括委託 

  荒尾市管工事協同組合が構成企業 

２．地元の企業が出資 
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（１）千葉市大宮学校給食センター（仮称）整備事業 

  Ｓ Ｐ Ｃ：株式会社千葉大宮学校給食サービス 

代表企業：鹿島建設 

  出 資 者：鹿島建設（21.8％）、東洋食品（27.3%）、旭建設（13.6％）、 

日本調理機（13.6％）、三建設備工業（11.4％）、 

ダイワサービス（9.1％）、市川環境エンジニアリング（3.2％） 

※下線部分が地元企業 

出 資 額：50百万円 

（２）千葉県警察本部新庁舎建設等事業 

  Ｓ Ｐ Ｃ：千葉エス・アンド・エス株式会社 

  代表企業：日立製作所 

  出 資 者：日立製作所（34％）、鹿島建設（33％）、竹中工務店（13％）、 

きんでん（7％）、ハリマビステム（6％）、日立プラント建設（3％）、 

日立ビルシステム（2％）、芝工業（2％） 

※下線部分が地元企業 

出 資 額：100百万円 

（３）最上町浄化槽整備事業 

  代表企業：大場建設 

  構成企業：北山建設、最上振興、大沼建設、小川建設、山田建設、 

佐藤ポンプ商会、早坂組、高木建設、丸保大沼組、高橋産業、 

パイプライン工業、吉田ポンプ店、大場設備、月光土建、 

菅幸住設、佐藤設備工事、黒坂鉄工所、エコシラカワ、 

最上清掃社 

（４）嵐山町管理型浄化槽整備推進事業 

  代表企業：新埼玉環境センター 

  構成企業：ウェイスト、新井材木店、コバヤシ、齊藤工務店、 

斉藤電機商会、富岡設備工業、中村建設、フクシマ、 

松義土建工業、丸万工業、武蔵野工業、吉村設備 

 

出典：2.（1）（2）「PFI年鑑」日本 PFI・PPP 協会 

   1．（1）（2）（3）、2.（3）（4）各市 HP 

 

○質問 

 事業によって VFM に幅があるがどのような理由か。 

◇回答 

 規模の大小、民間事業者の業務の範囲、評価基準における価格点の割合、競争性（応

募事業者の数）などが要因と考えられる。 

 

  以上 


